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「あいさつ」は魔法の言葉

今年度の学校経営のスローガンに「『ありがとう』あふれる明桜中」を掲げていますが、『ありがとう』の
「あ」には「あいさつ、礼儀」と意味を込めています。
今の中学生は記憶にはないかと思いますが、2010年に「あいさつの魔法」というテレビCMが流れていたこ

とを覚えている保護者の方もいらっしゃるのではないでしょうか。「ありがとウサギ」「こんにちワン」「さ
よなライオン」など動物をモチーフにしたキャラクターが登場してくるものです。そのCMの中では「素敵な言
葉で、ゆかいな仲間が広がる」とのフレーズがあります。また、「あいさつは魔法の言葉」という楽曲を聞い
たことがある方もいるのではないでしょうか。その中で、「あいさつは 魔法の力 あいさつで このまち変
えよう」という歌詞があります。どちらもコミュニケーションツールとしての「あいさつ」の重要性を表現し
ています。
明桜中が生徒の間でも、先生との会話の中でもたくさんの「あいさつ」から笑顔があふれる学校を目指して

いきたいです。そして、明桜中の生徒の皆さんから「あいさつ」を発信していき、豊島のまちがさ
らに明るく元気になっていくことを願っています。

さて、6月中旬には今年度初めての定期考査を行います。「無理」「無駄」「斑（むら）」の無いよう計画的
に学習を進めていく必要があります。そして、日ごろの授業を大切に扱い、毎日の家庭学習も着実に行ってい
く必要があります。自分の目標に向けて、十分な成果が上げられるよう努力をしていきましょう。

令和6年度 ６・７月の学校行事

６月 主な予定

3(月) 全校朝礼

7(金) 生徒総会

8(土) 土曜日授業②／セーフティ教室

10(月) 生徒会朝礼／水泳指導始

12(水) 北区学校ファミリーの日①（本校会場）

19(水) 定期考査（3年のみ ⑤音･美）

20(木) 定期考査（全学年 ①数 ②国 ③社）

21(金) 定期考査（全学年 ①英 ②理 ③技家 ④保体）

26(水) 各種委員会・中央委員会

27(木) 特支宿泊学習〔那須〕（６組）

28(金) 特支宿泊学習〔那須〕（６組）

７月 主な予定

1(月) 全校朝礼

4(木) 6組特支合同進路講演会（赤羽会館）

6(土) 土曜授業③(①岩井説明会1年、②EC説明会2年、
進路説明会6組、③進路説明会3年）

8(月) 生徒会朝礼

10(水) 各種委員会･専門委員会

19(金) 大掃除、全校集会 【夏休み前最終登校日】

21(日) 夏季休業日(～8/31まで)

22(月) 三者面談(～7/29まで)

22(月) 夏季水泳教室(～7/26)

28(日) 進路フェア(都立飛鳥高校)

6月はふれあい月間(いじめ防止月間)です。
困ったことや悩んでいることは一人で抱え込まないで！！

保護者･地域の皆様へ ～職員室が笑顔になった、ちょっといい話～
5月末の夕方、地域にお住まいの方から職員室の副校長宛に1本の電話がありました。「生徒に関する苦情か

な？」と思いきや、「昨日、本校の生徒がいいことをしてくれて嬉しかった。」と感謝する内容の電話でした。

電話の後、この話題を職員室で話をしたら部屋に居合わせたみんなが笑顔になりました。場合によっては、本校

の生徒が放課後等で地域でご迷惑をお掛けすることがあるかもしれません。その場合は、その場でお声掛けいた

だくか、学校にご連絡ください。学校では、生徒に確実に指導を進めてまいります。

ちなみに、先ほどのちょっといい話を6月3日の全校朝礼で全生徒に伝えたところ、複数の2年生男子生徒が

「自分のことだ」と少し照れ笑いしはにかむ様子だったようです。全校生徒にとっても嬉しい話題になりました。

今回、連絡をいただいた地域の方、ありがとうございました。地域の皆様には、今後も本校生徒の様子をあたた

かく見守っていただき、頑張りや努力していることがありましたらお知らせいただけると幸いです。地域全体で、

子どもたちの健全育成を図っていくことができるととてもありがたく思います。よろしくお願いいたします。



日々の学校の様子については、学校ホームページで確認できます！！
明桜中生のがんばりや学校生活の様子（「明桜中日記」として紹介）や「学校だより」「保健

だより」、「給食だより」などのおたよりなどを掲載しています。ぜひご覧いただき、ご意見や
ご感想をお寄せください。右の二次元コードをスキャンし閲覧してください。

※体育祭に向けての練習や通常の授業の様子について紹介しています！！

５月の明桜中の生徒たちの活躍

5月19日(日曜日) 明桜中生徒が陰で支えたカッパまつり

19日(日曜日)にカッパまつりが開催されました。当日は朝7時からのカッ
パ公園のメインステージや各種ブースのテント設営などから明桜中学校の生
徒が大活躍でした。これまでは、カッパまつり実行委員の方や各種町会のお
手伝いの方などの大人が総出で準備を進めてきたところに、中学生の若い力
が結集し、とてもチームワークよく作業が進みました。会場設営後は、一度家に帰って9:40に再集合と伝
えていましたが、多くの生徒が朝の準備後、各種ブース(ゲームコーナーやミニ新幹線コーナーなど)の設
営準備などにも進んで協力してくれました。

午前10時からの本番では、事前にボランティアの内容の希望もとっていましたが、実行委員の皆さんが
より効率的に中学生の力を借りたいとのことで、急きょ希望でない内容のボランティアをお願いした人も
いましたが、各自が快くボランティアに買って出てくれました。当日会場には、5年ぶりのこのお祭りを
地域の皆さんは心待ちにしていたようで、開会式の時間帯には臨時駐車場が満車になるほどの方々が来場
され楽しんでいらっしゃいました。また、近隣に住む小学生もたくさん集まり様々な場所で笑顔が見られ
ました。その中で明桜中のボランティアに参加してくれた生徒たちは、メインステージでのアナウンス、
自転車整備や近隣の交通誘導等の警備、ゲームコーナーやミニ新幹線の誘導、ゴミの分別などを行うク
リーンナップなど様々な持ち場に分かれ活躍してくれました。来場された方々からも「ありがとう」と声
が掛けられ照れ臭そうにしている生徒もいましたが満更でもないような表情で嬉しそうでした。

午後3時のお祭りの終了後にも、朝設営したステージや各種ブースのテ
ントの解体などにも多くの生徒が進んで手伝ってくれ、午後4時にはいつ
もの豊島公園に戻りました。今回明桜中からは、68名の生徒がボランティ
アに協力してくれました。参加した生徒からは、「みんなで協力すること
で大きな達成感が得られた」、「お礼を言ってもらえた時、とてもうれし
かった」、「友だちや大人の方々と一緒に準備をしてすごく楽しかった」、
「人の役に立てた気がした」などの感想がありました。すべての片づけが
終わった後、実行委員会の皆さんや豊島地区の各町会長の皆さん方などか

らは、「明桜中の生徒の皆さんが、主体的に作業に買って出てくれてとても助かった」、「指示したこと
を自分の考えでアレンジし臨機応変に対応してくれた」、「ごみの仕分けなど、嫌だなと思うような作業
にも笑顔で気持ちよく取り組んでくれた」、「ゲームに参加した小さな子供たちにお兄さん、お姉さんの
立場で励まし応援してくれた」など数多くのお褒めの言葉をいただきました。
カッパまつりは豊島地区の伝統行事で、今から30数年前に北区立豊島公園ができた際に地域のみんなで

つくるお祭りとして誕生したとのことで、子供の時カッパまつりを経験した人が大人になり豊島地区を離
れたあともこのお祭りのために豊島の地に戻り親子３代で楽しいひと時を過ごす時間になっていたとのこ
とです。コロナ禍で5年間開催は見送られることになりましたが、今日のお祭りは豊島に再び明るさと元
気を与えてくれたのではないかと思います。これからも、明桜中の生徒の皆さんには、様々な機会の際に
地域のイベントやお祭りに積極的に参加してほしいです。そして、豊島の地域を愛し、様々な場面で活躍、
貢献していく気持ちをもち続け生活してください。
今回、カッパまつりにご尽力いただきました、豊島連合町会、カッパまつり実行委員会、青少年豊島地

区委員会の関係のすべての皆様方に感謝申し上げます。今後とも、明桜中生徒にご支援をいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

https://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu-02/meo/index.html


令和6年5月26日(日曜日)本校第18回体育祭を開催しました。当日は、日差しは強いものの心地よい風が
吹き、湿度もそれほど高くなく、絶好の体育祭日和でした。明桜中学校の生徒は自分のため、学級のため
に、今の自分の力を出し切りました。「うれしい気持ち」「悔しい気持ち」「涙が出てきた気持ち」「転
んで痛かったこと」などの感情が出てくるのは、一生懸命に取り組んだからこそ出てくるものです。この
経験を、今後の自分自身、そして明桜中のさらなる飛躍につなげていきましょう。

体育祭当日は、数多くの保護者の方々、地域の皆様にご来校の上、本校生徒が目標に向かって努力する
姿をご覧いただけたかと存じます。今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力の上、明桜中の生徒にあ
たたかく見守っていただくようよろしくお願いいたします。

令和6年度第18回体育祭の様子

開会式、プログラムNo.1_準備体操(ラジオ体操第一)

体育祭前日が土曜日で学校が休みであったこともあり、当日の準備を朝8時に係
生徒が集合しテントの設営やグラウンド準備等を行ったため、一般生徒9時登校、
開会式を9時30分からの開始としました。なお、生徒の行動がとてもテキパキし、
準備や整列がスムーズに進んだため、10時からの協議開始に合わせるため、9時
40分から開会式を開始しました。この時点で、すでに多くの保護者の皆様や地
域の皆様にご来校いただいておりました。実行委員長の気合の込めたメッセージ
や選手宣誓での力強い気持ちが全面に出ていて、みんなのパワーに圧倒されそう
でした。

競技開始は、プログラムNo.1「準備体操(ラジオ体操第一)」です。先日2年生の
実行委員の見どころに、「ラジオ体操は競技の一つとして最初から本気で取り
組んでいます。」との言葉がありました。実行委員が試技として前に立ち、全
員をリードしました。一つ一つの姿勢がピシッと揃うのは全校生徒が心ひとつ
になっていたからでしょう。準備体操で体がほぐされ、気持ちが高まってきま
した。いよいよ各学年対抗種目のスタートです。

プログラムNo.3_いくらでPON！(2年)

2年生の学年種目は「いくらでPON！」です。い
くらに見立てたオレンジ色のバランスボールを4
人組で運び、障害物の前でいくらを高く飛ばしま
す。息を合わせてイクラを飛ばさなければ時間の
ロスになります。そして高く飛んだいくらをしっ
かりキャッチして次の組につなぎます。中学校2
回目の体育祭、学級の仲間の頑張りに自然と声が
大きくなります。

プログラムNo.4_大縄跳びに挑戦(3年)

男女別に学級対応で行う大縄跳びは各学年で実
施します。制限時間3分間の中で、引っかからず
に跳んだ連続回数を競います。終了の笛の時点
で跳び続けていたら、止まるまで認められます。
2年間の経験が生かされた3年生は、掛け声や回
し手も工夫がされており、どんどん回数が更新
されます。今回は、ある学級が連続で70回を超
える記録が生まれました。

プログラムNo.5_台風の目(1年＆6組)

1年生の学年種目は「台風の目」です。3人一組
で竹棒を持ち、要所にあるコーンをぐるりと1周
回ります。外側の生徒は遠心力で大きく振られ
ずにそして中心の生徒は外にひっぱられる力に
ぐっとこらえる必要があります。予行の時より
もさらにタイムが向上した学級が続出しました。



プログラムNo.7_全員リレー(3年)

3年生全員リレーは、スタートから迫力があります。
そして、走ることが苦手な人をカバーするために
バトンパスにも大きな工夫が見られます。学級の
順位変動があるたびに、喜怒哀楽様々な感情が待
機列からは聞かれます。勝負は決しますが、最後
まで走り抜けた学年の仲間に惜しみない拍手が送
られます。

プログラムNo.9_大縄跳びに挑戦(1年＆6組)

1年生そして6組の学級対抗種目の最後は、「大縄跳び」です。跳び手も回し手
にもコツがいるため、なかなか回数が伸びず苦労しました。また、中心部と回し
手に近い側では少しだけ跳ぶタイミングが異なるため、引っかかってしまうと
焦ってしまいます。今回の経験を来年度以降の体育祭につなげていきさらに連続
での跳躍回数を更新していきましょう。6組生徒も自分たちの連続記録を更新す
ることができました。

プログラムNo.10_全員リレー(2年)

2年生、最後の学級対抗種目は「全員リレー」で
す。第1走者は各学級のスタートダッシュに定評
のある生徒がずらりと揃いました。予行では、ス
タートの際にタイミングが合わずフライングが何
回かありましたが、今日は1発で出発できました。
そして、最後まででっとヒートが繰り広げられま
した。2年生は今年の経験を、最上級学年3年生で、
今年以上の結果を目指していきましょう。

プログラムNo.11_大むかで競走(3年)

3年生最後の学級対抗種目「大むかで」です。男
女それぞれが片足を長いロープで結束し歩みを進
めます。順調に進むと勢いに乗れますが、いった
んストップし立ち止まってしまうと、背後から近
づく多学級の声に焦りが出て、気もちだけが前に
出てしまいます。この競技を通して、仲間と息を
そろえ一つのことを成し遂げる苦労と達成感を得
たのではないでしょうか。

閉会式、お疲れさまでした！！

熱い熱戦にも終止符が打たれます。閉会式では、
各学年種目の結果及び学級対抗の合計点数が発表
されました。それぞれの感情は人それぞれだとは
思いますが、結果が発表されるたびに、学級を超
えて拍手が起こります。最後の実行委員のあいさ
つにもありましたが、1位、2位という結果だけで
はなく、自分たちがいかに成長できたかを保護者
や地域の皆様に見ていただくことができたのでは
ないでしょうか。ぜひ今回の体育祭での経験を今
後の学校生活につなげていってください。そして、
3年生が見せてくれた一つのことを成し遂げる姿
勢や応援時の態度などを1,2年生の下級生は引き
継ぎ、さらに盛り上がる体育祭になるよう来年度
頑張りましょう。


